
   

  

１）プロジェクトの概要 

江戸川台東口商店街の通りを歩行者専用道路

とし、飲食のためのテーブル・イスを設置す

るなど、日常的に交流や滞在が生まれる空間

づくり「江戸川台イーストリートプロジェク

ト」を５月１６日(月)から２９日(日)まで２

週間実施しました。 

 

江戸川台駅東口周辺地区の賑わいと魅力を創出するために江戸川台東口商店街の道路を 

活用するプロジェクト「江戸川台イーストリートプロジェクト」を実施しました。 

２）期間中の取組み 

  プロジェクト期間中にイベントなど賑わいを創出する取組みが行われましたのでいくつかご紹介

します。 

 

 
 

商店街の沿道の居酒屋やバーなどが出店

しました。お酒の提供もあり、大人な雰

囲気のイベントとなりました。仕事帰り

に立ち寄っている人や家族連れなどで賑

わっていました。 

イーストリートナイトカフェ＠江戸川台 ５月２７日(金) 

盆踊り（5/18） お茶会（5/21） 理科大生授業（5/24） ミニ四駆（5/29） 

  
ふれあいマルシェ ５月２２日(日) 

布小物やアクセサリーなどハンドメイド

の雑貨が並び、カレーやクレープなどの

キッチンカーも出店しました。子ども連

れの家族など多くの人にご来場いただき

ました。 

位置図 実施風景 

【その他の主な取組み】 

 江戸川台イーストリートプロジェクト報告書  

●江戸川台イーストリートプロジェクトについて 

令和４年８月２５日最終版 



                                                   

 

 

１．自動車 

 

 

1.  

 

 

 

２．歩行者 

 

 

 

 

 

                        

 

平日 実施前 実施中 増減 

通常時 

（12時間） 
2,112 2,317 +205 

ピーク時 

（7 時台） 
243 272 +29 

実施日 調査時間 実施前 実施中 増減 

R3/10/5㈫ 

(通常時・平日) 
12時間 2,632 3,680 +1,056 

5/22㈰ 

(ふれあいマルシェ) 
12時間 － 10,702 +10,702 

5/27㈮ 

(ナイトカフェ) 
4時間 － 9,056 +9,056 

●江戸川台イーストリートプロジェクトに関する調査 

１）交通量調査 

 プロジェクト実施前と実施中の自動車・歩行者等の通行状況を調査・比較し、周辺道路の状況及び影響

を検証しました。 

 

 

  

江戸川台イーストリートプロジェクトの評価のための調査として、交通量調査・アンケート

調査・居心地調査を実施しました。 

・商店街通りを通行止めにしても自動車交通への影響やトラブルは生じませんでした 

・②の交通量は大きな変化は無くピーク時間帯でも２９台の増加のみでした 

・江戸川台東一丁目交差点の渋滞等は生じませんでした 

・ 

②の通りの通行量：台 

➀商店街通りの通行量：人 

② 

・イベント等を実施していない平日でも歩行者の通行量は１日で 1,000人以上の大幅な増加がみられました 

・マルシェ、ナイトカフェ実施日は、約１万人の通行量がみられました 

江戸川台東一丁目交差点 

① 

➀ 

② 



 

 

 

１．来訪者アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）アンケート調査 

 プロジェクトに関するアンケート調査を江戸川台東口商店街への来訪者、自転車利用者、沿道商業者

を対象に実施しました。（令和４年８月１日時点の結果） 

  

〈普段の来訪者〉 〈社会実験中の来訪者〉 〈社会実験時の来訪者 居住地〉 

〈普段の来訪頻度〉 〈社会実験時の来訪頻度〉 

来訪頻度 

増 につながった！ 

滞在時間 

増 につながった！ 

〈普段の滞在時間〉 

配布数：封筒３００通 ※１封筒につき調査票３票配布。１人１票回答。 

回収数：封筒１１３通（調査票１４６票） 

回収率：封筒３８％ 

実施日：５／２２（日）、５／２４（火） 

調査方法：商店街来訪者へ直接配布、郵送回収 
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8%
40代
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16%60代

23%

70代以上

35%

若い世代 増 

25％ 41％ 

北部地域以外から多く来訪！ 
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14%

60代
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70代以上

25%

回答数

ほぼ毎日

8%
週に4 ～5 回

9%

週に2 ～3 回

23%

週に1 回

14%

月に数回

16%

年に数回

14%

ほぼ行かない

14%

無回答

2%

江戸川台東

17%

江戸川台西

11%

東深井

11%
こうのす台

7%

駒木台

1%

美原

2%

おおたかの森周辺

16%

その他市内

10%

柏市

18%

野田市

3%

他市外

3%

ほぼ毎日

8%
週に4 ～5 回

8%

週に2 ～3 回

26%週に1 回

32%

ほぼ行かない

22%

無回答

4%

回答数

54％ 74％ 

１時間以上

21%

３０分ぐらい

44%

１０分ぐらい

18%

数分

9%

無回答

8%

回答数

65％ 

１時間以上

43%

３０分ぐらい

36%

１０分ぐらい

11%

数分

4%

記入不備

1%

無回答

5%

回答数

79％ 

〈社会実験時の滞在時間〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①歩行者が歩きやすく過ごしやすい 

②自動車やバイクで店舗前まで乗り付けられる通り 

③自転車で店舗前まで乗り付けられる通り 

〈社会実験による行動や印象の変化〉 

〈今後、商店街通りが、どの手段で来やすい通りになったらよいか〉 

 

〈今後、商店街通りが、どのような設えの通りになったらよいか〉 

〈現地アンケート〉 

プロジェクト期間中に開催されたふれあいマルシェ・ナイトカフェのアンケート調査を現地で行いま

した。回答した全ての方から「楽しかったのでまたやってほしい」とのご意見をいただきました。 
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24%

55%
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23%

29%

29%

23%

18%

19%

13%

25%

23%

11%

22%
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4%

5%
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8%

9%

4%

7%

8%

6%

5%

7%

3%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

歩行者空間が広くなり、歩きやすくなった

自動車や自転車の通行がなく、安全になった

テーブル・イスがあり飲食、会話がしやすくなった

ゆっくり滞在できるようになった

商店街でイベントや催し物が増えて賑やかになった

商店街のお店に活気がでて、雰囲気がよくなった

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

①歩行者

47%

②自動車

10%

③自転車

39%

無回答

4%

1%

7%

26%

34%

39%

42%

56%

57%

0% 20% 40% 60%

サインのデザインが整った通り

道路のデザインが優れている通り

沿道店舗のデザインがオシャレな通り

植栽等の緑が多く、木陰がある通り

夜間でも明るく、安心して歩ける通り

バリアフリー化された歩きやすい通り

ベンチ等で休憩や飲食しやすい通り

イベントや催し物で賑わっている通り



２．自転車利用者アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布数：２７３票 

回収数：１１１票 

回収率：４１％ 

実施日：５／２２（日）、５／２４（火）、５／２９（日） 

調査方法：駐輪場利用者へ直接配布、郵送回収 

〈自転車利用者 居住地〉 〈自転車利用者 利用目的〉 

〈自転車利用者 利用経路〉 

⓶8％ ⓷5％ 

⓺10％ 

⓸2％ 

⓹33％ 

⓻14％ 

⓵24％ 

柏市

43%

東深井

20%

こうのす台

11%

江戸川台東

10%

青田

7%

その他市内

5%
駒木台

3%

野田市

1%

鉄道

90%

商店街等

5%

公共施設

1%
その他

4%

ｃ 

柏市や東深井からの利用が多い！ 

 

鉄道利用者が多い！ 

 

 

⓺4％ 

⓷26％ ⓶11％ 

⓸22％ 

⓹19％ 

⓵押歩き 11％ 

⓻0％ 

①利用者のプロジェクト実施中の利用経路 

①を走行していた人が 

➁～⑥に分散した！ 



 

 

３０％の方から社会実験で困ったことがあったと回答されました。その具体的な内容は、「商店

街店舗へのアクセスが大変になったこと」が最も多くなっています。 

〈車両通行止にして困ったこと〉 〈具体的な内容〉 
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33%
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３．沿道商業者等アンケート調査結果 
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16.7%

13.9%
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33.3%
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16.7%
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38.9%

36.1%

11.1%

19.4%

13.9%

2.8%

11.1%
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22.2%

13.9%

16.7%

25.0%

22.2%

11.1%

11.1%

8.3%

41.7%

30.6%

22.2%

30.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

商店街の人通りが増えた

商店街に若い人が増えた

楽しそうに歩いている人が見られた

車両の通行を気にせず、安心して歩く姿が見られた

テーブル・イスを使っている人が多く見られた

自分の店に来店者が増えた

自分の店に新規客が増えた

来店者との会話が増えた

来訪者同士の交流が多く見られた

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない

〈社会実験の感想〉 

〈社会実験で困ったこと〉 〈具体的な内容〉 

配布数：８１票 

回収数：３８票 

回収率：４７％ 

調査方法：沿道店舗へ直接配布・ポスティング、郵送回収 
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商店街の通りを歩行者専用道路化し、テーブル・イスを常設したことで車両の通行を気にせず、

楽しく安心して歩く姿が見られたと感じています。 

商業者等の約半数から社会実験で困ったことがあったと回答されました。その具体的な内容は、

「物品等の搬入・搬出に支障があった」が最も多くなっています。 

あった

47%
なかった

42%

わからない

11%



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の江戸川台イーストリートプロジェクトでは多くの方に来場いただきました。 

いただいたご意見等は今後の江戸川台駅東口周辺地区の再整備に活かしていきます。 

 

１．商店街通りと沿道の環境に関する評価 

２．商店街通りと沿道の魅力に関する評価 

３）居心地調査 

  国土交通省の「まちなかの居心地の良さを測る指標(案)」に基づき、居心地調査を実施しました。 

  居心地調査とは、「居心地が良く歩きたくなる」まちなかを形成するため、まちなかの状況を 

歩きながら把握し、来訪者の行動や感情を測る調査です。 

通行者や滞在者の行動や快適性などを調査した総合評価は下記のグラフのようになっています。 

 

＜平日＞ 

平常時に比べ、全体的に評価が高くなりました。 

特に「雰囲気の良い人が多い」、「交流が盛んに行われ

ている」などの評価が高くなりました。 

平日に比べ、休日の評価が大幅に高い傾向にあります。 

平常時に比べ、「家族と来て楽しく過ごせる」 

「赤ちゃんを連れていても快適に過ごせる」の評

価が特に高くなりました。 

 

 

平常時に比べ、全体的に評価が高くなりました。 

平日に比べ、休日の評価が大幅に高い傾向にありま

ます。 

まちづくり推進課 ☎０４－７１５０－６０９０ 

令和４年８月２５日作成 
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歩きやすい

アクセスしやすい

滞在しやすい

雰囲気の良い歩行・滞在空間で

ある

多様な建物がある

雰囲気の良い建物が多い

気軽に出入りできる建物が多い

ストリートの賑わいに貢献してい

る建物が多い

多様な人が集まっている

多様な行動がされている

雰囲気の良い人が多い

交流が盛んに行われている

＜平 日＞

平常時平均 社会実験時平均
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多様な人が集まっている
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交流が盛んに行われている

＜休 日＞

平常時平均 社会実験時平均
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仕事をする場として使える

友達と来て楽しく過ごせる

恋人と来て楽しく過ごせる

歩きたくなる

滞在したい

人との新しい出会いがありそう

また来たい

＜平 日＞

平常時平均 社会実験時平均
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＜休 日＞

平常時平均 社会実験時平均

プロジェクト実施により、平常時に比べて、

「滞在しやすい」が高い評価となりました。 

＜平日＞ ＜休日＞ 

＜休日＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 



 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



江戸川台イーストリートプロジェクトＳＥＡＳＯＮ３について

江戸川台駅東口周辺地区の賑わいと魅力を創出するために、江戸川台駅東口商店街の道路を活用

するプロジェクトの第３回目を実施しました。

１）プロジェクトの概要

江戸川台東口商店街の通りを歩行者専用道路化し、飲食のためのテーブル・イスなどを

設置する空間づくりとして、「江戸川台イーストリートプロジェクトＳＥＡＳＯＮ３」を

５月１４日（日）に実施しました。※５月１３日（土）は雨天のため中止。

今回の社会実験では、賑わい創出のための取組のほか、別開催の「ながれやまオープン

ガーデン」（１４日～１６日）に合わせ、「イーストリートフラワーマーケット」と題し、

花と緑で商店街通りを彩り、居心地の良い空間を創出しました。

２）期間中の取組

・キッチンカー・飲食 ・物販店舗

上記は商店街が歩行者専用道路となった際に、商店街の店舗などの活動が道路上まで滲

み出した場合をイメージして実施したものです。

多くの人が足を止め、時に列ができるなど、大きな賑わいを生んでいました。

これは、屋外で営業している店舗は歩行者にとって身近に感じられ、気軽に立ち寄るこ

とができることが理由と推測しています。

①店舗がみちに滲み出すことで生まれる賑わい

道路上に滞在できる場所を作ることで、自由にやりたいことができる空間としました。

中には長時間滞在される方もいて、道路がただ「通行する」ためだけの空間ではなく、

「時間を過ごす」場所として活用されました。

②自由に歩ける・滞在できる道路に生まれる賑わい

・テーブルの設置

・江戸川台書店・ワークショップ開催

・食べ歩き



③居心地の良い空間の創出（みどりで彩られた商店街）

・ストリートファーニチャー ・みどりのあふれる商店街

３）アンケート調査

今回の「花と緑」というテーマに合わせ、物販やワークショップについても花や緑に関

係するものとしました。

先述のとおり、「ながれやまオープンガーデン」に合わせたテーマ設定であるとともに、

将来的に商店街通りに植栽を施した場合のイメージを示すことにもつながりました。

なお、植栽を設置するための什器（ストリートファーニチャー）は、設計から設置まで

の全てを東京理科大学創域理工学部建築学科の有志学生にお願いしました。

什器の作成にあたっては、学生自らが商店主と意見交換を行い、商店主の意向を反映さ

せていました。

今回の取組に合わせて、選択式のアンケート調査を実施しました。天候の都合で開催日

が限られてしまったため回答数はあまり多くありませんが、今回の取り組みについて、来

場者の皆様には概ね好意的に受け取られていたことがわかりました。

〇アンケート結果（回答数：３７件）

Ｑ．１ 今回の取組みで、特に良かったものは何でしたか？

20歳以下 20～39歳 40～59歳 60歳以上 合計

母の日ワークショップ 0 0 2 0 2

キッチンカー・飲食 0 6 5 3 14

物販 2 0 3 0 5

江戸川台書店 0 0 1 0 1

花と緑で彩られた商店街 1 1 8 2 12

その他 0 1 1 1 3

合計 3 8 20 6 37

年齢別

今回の取組みにおいては、「キッチンカー・飲食」と「花と緑で彩られた商店街」の２

項目が特に好意的に受け取られていました。

「キッチンカー・飲食」については、同日に開催されていた「ながれやまオープンガー

デン」に参加するために江戸川台駅東口地区を訪れ、参加前後に食事や休憩をするために

商店街に立ち寄った方が多かったことが要因と推測しています。

「花と緑で彩られた商店街」については、先述のとおり花や緑に関心が高い参加者層が

多かったことや、ストリートファーニチャーが好評だったことなどが要因と推測していま

す。



Ｑ．２ 今回の取組みをどのように感じましたか？

Ｑ．３ 江戸川台駅東口エリアに求めるものは何ですか？

20歳以下 20～39歳 40～59歳 60歳以上 合計

とてもよかった 3 6 16 4 29

まあまあよかった 0 2 4 1 7

あまりよくなかった 0 0 0 1 1

よくなかった 0 0 0 0 0

合計 3 8 20 6 37

年齢別

20歳以下 20～39歳 40～59歳 60歳以上 合計

人々が集い
賑わっていること

0 2 4 0 6

日常的な買い物に
便利であること

1 0 5 4 10

ここでしかできない
体験があること

1 3 3 1 8

緑地やオープンスペースが
あること

1 2 6 1 10

子育てがしやすいこと 0 1 1 0 2

健康でいきいきとした
生活ができること

0 0 1 0 1

合計 3 8 20 6 37

年齢別

江戸川台駅東口エリアに何を求めるかについては、「日常的な買い物に便利であるこ

と」と「緑地やオープンスペースがあること」に多くの票が集まりましたが、その他の項

目にも票が散らばっており、意見が大きく分かれる結果となりました。

「日常的な買い物に便利であること」の具体的な意見については、本地域にあったスー

パーマーケットが閉店してしまい、日常の買い物が不便になってしまったという声が多く

寄せられました。商店街の商店主からも、スーパーマーケットの閉店後、商店街の人通り

が減ってしまったという意見もあり、日常的な買い物需要への対応は、本地域の大きな課

題の一つであると考えています。

「緑地やオープンスペースがあること」については、今回の社会実験のように、自由に

過ごせる空間があることについての好意的な意見が多く寄せられました。

現状でも江戸川台駅周辺には公園や緑地が多数ありますが、道路についても同じように

滞在しやすい場所の一つに位置付けることができれば、こういった需要にも対応できるも

のと考えています。

今回の取組みについては「とてもよかった」と「まあまあよかった」が約９７％と、概

ね好意的に受け止めていただいたものと考えています。

「あまりよくなかった」と回答していただいた方に詳しくお聞きしたところ、「社会実

験の開催自体は良いが、そもそも何を目的とした社会実験なのかがわからない」というご

意見をいただきました。

今後は、社会実験の周知方法を見直すほか、社会実験の結果報告についてのパネル展示

を行うなど、プロジェクトを知っていただくための取組みを検討していきます。



４）今後の課題について

これまで実施してきた社会実験を通じて、道路を歩行者専用道路とすることで、人々が

道路に留まり、その結果として賑わいが生まれることが示されてきました。

更に、今回の社会実験では、将来的な道路整備時の方針の一つして、植栽や統一性を持

たせたストリートファーニチャーなどを設置することで多くの人が居心地が良いと感じて

いただける空間を作ることができ、それが利用者の満足度を高めることに繋がることもわ

かりました。

反面、社会実験の周知が不十分であったことや、社会実験の目的がまだまだ浸透してお

らず、「道路でのイベント開催」として捉えられてしまっていることが課題であると考え

ています。今後は、これまでの社会実験の趣旨や検証結果を周知し、地元住民との合意形

成を図りながら、商店街通りの将来的なあり方を引き続き検討していきます。


